
令
和
元
年

霜
月

Ｎ Ｏ １ ４ ０

～

ド
イ
ツ
紀
行

Ⅰ

～

一
ヶ
月
の
ド
イ
ツ
旅
を
終
え
て
帰
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
無
事
と
云
え
ば
無
事
、
一
難
去
っ
て
ま

た
一
難
の
感
、
無
き
に
し
も
あ
ら
ず
乍
ら
、
ま
ず

は
一
日
一
日
感
謝
の
旅
に
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ひ
と
ま
ず
お
招
き
頂
い
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
周

辺
を
拠
点
と
す
る
も
、
観
光
地
に
は
ほ
ぼ
縁
な
く

荘
厳
な
バ
ロ
ッ
ク
建
築
も
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
も
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
宮
廷
建
築
も
見
る
こ
と
な
く
、
ひ

た
す
ら
台
地
の
丘
陵
の
美
し
さ
に
惹
か
れ
て
の
東

奔
西
走
に
ご
ざ
い
ま
し
た
。

足
の
赴
く
ま
ま
の
旅
と
い
う
よ
り
は
、
何
か
し

ら
ず
っ
と
以
前
よ
り
用
意
さ
れ
て
い
た
場
所
に

誘

わ
れ
て
い
る
と
申
し
ま
し
ょ
う
か
、
導
か
れ

い
ざ
な

て
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
？
行
く
先
々
神

秘
に
満
ち
て
お
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
最
初
に
訪

れ
た
シ
ュ
タ
イ
ン
フ
ル
ト
の
レ
ー
ブ
家
の
庭
の
風

情
、
手
を
入
れ
過
ぎ
る
こ
と
な
く
、
自
然
に
ま
か

せ
な
が
ら
共
存
し
て
い
る
植
物
達
の
ひ
そ
ひ
そ
咄

が
聴
こ
え
て
き
そ
う
な
、
優
し
い
庭
に
出
逢
い
、

当
主
の
ク
リ
ス
ト
フ
さ
ん
に
も
お
目
に
か
か
り
、

五
年
ほ
ど
前
に
な
く
な
ら
れ
た
お
ば
あ
さ
ま
が
、

日
々
語
り
か
け
な
が
ら
育
て
て
い
た
庭
と
伺
い
、

人
間
の
手
を
加
え
過
ぎ
な
い
共
存
の
優
し
い
波
動

は
、
そ
う
…
、
語
り
か
け
て
出
来
上
が
っ
た
庭
だ

と
納
得
し
た
こ
と
で
し
た
。

そ
し
て
更
に
も
う
こ
れ
に
は
感
動
し
た
と
い
う

よ
り
必
然
の
お
導
き
で
あ
っ
た
と
胸
を
打
た
れ
た

の
は
、
三
０
０
年
余
続
い
て
い
る
と
云
う
そ
の
庭

に
あ
る
建
物
の
壁
に
（
壁
面
の
中
央
の
ベ
ン
ガ
ラ

色
の
中
に
黒
の
鶴
の
絵
）
鶴
が
一
羽
片
足
に
石
を

掴
み
、
片
足
立
ち
し
て
い
る
絵
に
出
逢
い
、
し
ば

し
釘
付
け
に
な
り
、
見
て
お
り
ま
し
た
。

ク
リ
ス
ト
フ
さ
ん
に
お
訪
ね
し
た
ら
レ
ー
ブ
家

の
家
紋
で
あ
る
と
の
こ
と
。
片
足
に
石
を
掴
ん
で

い
る
意
味
を
お
尋
ね
す
る
と
、
石
を
掴
ん
で
い
る

足
は
少
し
で
も
油
断
す
る
と
、
ま
さ
に
ス
ト
ー
ン

と
下
に
落
ち
て
し
ま
う
と
微
笑
み
乍
ら
咄
し
て
く

だ
さ
っ
た
。
代
々
子
孫
の
繁
栄
を
願
っ
た
知
恵
の

詰
ま
っ
た
家
紋
の
よ
う
に
思
え
、
同
じ
家
紋
の
素

敵
な
指
輪
を
は
め
て
い
ら
し
た
の
を
見
せ
て
頂
き
、

何
と
も
云
え
ぬ
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

私
も
許
さ
れ
る
こ
と
な
ら
着
物
の
紋
に
同
じ
絵

を
縫
い
た
い
ほ
ど
の
思
い
よ
ぎ
っ
た
も
の
で
す
。

油
断
す
る
と
し
っ
か
り
掴
ん
で
い
た
爪
先
の
力
が

ゆ
る
み
、
う
っ
か
り
石
を
落
と
し
て
し
ま
う
。

只
今
七
十
六
歳
、
後
四
年
で
八
十
歳
、
車
に
荷

を
積
み
積
み
移
動
す
る
我
が
身
な
れ
ば
、
こ
の
紋

章
は
今
の
私
に
最
も
必
要
な
暗
示
の
よ
う
に
思
え

て
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
着
き
、
ま
ず
は
レ
ー
ブ
家

を
訪
れ
、
出
逢
っ
た
の
が
、
こ
の
片
足
の
絵
に
ご

ざ
い
ま
し
た
。

忘
れ
る
な
！
見
落
と
す
な
！
粗
相
す
る
な
！
そ



の
中
の
一
つ
油
断
が
あ
っ
て
も
良
い
茶
事
に
な
ら

ず
、
裏
方
の
ス
タ
ッ
フ
を
も
悲
し
ま
せ
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
家

紋
で
す
。

ー
石
抱
く
片
足
の
絵
の
前
に
立
ち
て

わ
が
身
と
思
う
鶴
の
片
足
ー

鶴
女

そ
の
レ
ー
ブ
家
の
あ
る
シ
ュ
タ
イ
ン
フ
ル
ト
と

い
う
街
は
、
昔
か
ら
三
千
人
ほ
ど
の
人
口
で
今
も

変
わ
ら
な
い
と
い
う
、
何
と
も
不
思
議
な
街
で
す
。

茶
事
の
た
め
に
合
流
し
た
ス
タ
ッ
フ
の
宿
も
、

そ
の
近
く
に
用
意
さ
れ
て
い
て
、
二
０
０
年
を
越

え
る
重
厚
な
三
階
建
て
の
建
物
で
、
各
部
屋
と
も

歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
贅
沢
な
居
心
地
に
ご
ざ
い
ま

し
た
。

フ
ラ
ン
ス
国
境
近
く
、
ス
イ
ス
国
境
近
く
と
景

色
に
誘
わ
れ
つ
つ
も
、
途
中
、
茶
事
に
お
招
き
頂

い
た
ツ
ビ
ニ
ゲ
ン
ベ
ル
ク
の
Ｔ
女
史
宅
に
三
日
間
、

講
演
一
日
、
茶
事
二
日
間
を
御
準
備
く
だ
さ
り
、

そ
の
行
き
届
い
た
当
主
ぶ
り
に
、
亭
主
を
勤
め
さ

せ
て
頂
い
た
私
も
脱
帽
で
す
。
お
集
ま
り
の
お
客

様
も
御
主
人
様
は
ド
イ
ツ
人
、
縁
あ
っ
て
ド
イ
ツ

の
地
に
骨
を
埋
め
る
覚
悟
の
日
本
女
性
の
方
々
、

御
満
足
頂
け
る
一
服
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
…
？
利

休
さ
ん
の
言
葉
に
「
心
至
ら
ぬ
は
修
練
も
至
ら
ぬ
」

と
い
う
、
は
っ
き
り
し
た
言
葉
を
残
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。

皆
様
の
満
ち
あ
ふ
れ
た
善
意
と
御
好
意
に
甘
え

て
の
一
服
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
、
覚
悟
の
い

る
ド
イ
ツ
茶
事
行
脚
に
ご
ざ
い
ま
し
た
。

茶
事
の
続
い
た
翌
日
な
の
で
、
余
り
こ
っ
た
事

も
出
来
な
い
中
、
昼
の
点
心
十
二
名
、
夜
は
ク
リ

フ
ト
フ
さ
ん
と
の
一
客
一
亭
の
お
約
束
、
ス
タ
ッ

フ
の
働
き
と
レ
ー
ブ
家
の
庭
の
自
然
の
恵
み
が
秋

の
照
葉
に
助
け
ら
れ
て
の
残
り
福
点
心
、
さ
す
が

に
主
菓
子
作
り
は
間
に
合
わ
な
い
か
と
…
干
菓
子

の
つ
も
り
で
い
た
処
、
ス
タ
ッ
フ
の
機
転
で
お
し

る
こ
を
お
出
し
す
る
こ
と
が
出
来
、
肌
寒
い
日
で

あ
っ
た
の
で
皆
様
に
と
っ
て
、
お
し
る
こ
は
懐
か

し
い
御
馳
走
で
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

茶
事
は
誠
に
一
人
で
は
成
り
立
た
ず
、
裏
方
ス

タ
ッ
フ
の
力
量
で
決
ま
る
も
の
…
と
改
め
て
実
感

さ
せ
ら
れ
た
茶
事
に
ご
ざ
い
ま
し
た
。
仕
込
み
日

も
入
れ
延
べ
五
日
間
の
茶
事
を
無
事
に
終
え
、
ま

た
一
人
旅
の
茶
事
行
脚
、
後
半
は
ス
イ
ス
と
の
国

境
近
く
に
向
け
て
湖
を
訪
ね
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。大

地
は
ま
さ
に
豊
か
な
稔
り
の
と
き
を
迎
え
て

い
て
、
リ
ン
ゲ
ン
バ
ッ
ハ
で
は
一
面
の
ぶ
ど
う
畑
、

収
穫
期
に
出
会
い
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ

か
ら
働
き
に
来
た
と
い
う
若
い
娘
さ
ん
達
と
話
し

を
す
る
機
会
を
得
て
、
後
日
一
服
を
点
て
る
約
束

を
し
て
い
た
の
で
そ
ち
ら
に
向
か
い
ま
す
。

美
し
い
丘
陵
の
稜
線
を
眺
め
な
が
ら
思
い
ま
し

た
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
平
和
な
豊
か
な
恵
み
を

も
た
ら
す
大
地
も
、
日
本
と
同
じ
よ
う
に
敗
戦
国

と
し
て
の
歴
史
を
背
負
っ
て
の
、
今
の
目
の
当
た

り
の
美
し
さ
で
あ
る
こ
と
の
事
実
、
人
々
の
営
み

の
尊
さ
が
胸
に
染
み
ま
す
。

こ
の
度
は
台
風
の
最
中
に
日
本
を
発
ち
、
ま
た
、

台
風
の
中
を
帰
国
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
千
葉
は

地
震
も
あ
っ
た
よ
し
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
な
恵
ま
れ

た
大
地
か
ら
み
た
ら
、
な
ぜ
日
本
の
よ
う
な
地
震

や
津
波
、
台
風
に
毎
年
何
度
も
見
舞
わ
れ
る
島
に

住
ん
で
い
る
の
か
不
思
議
に
思
う
で
し
ょ
う
ね
。

こ
の
度
の
台
風
の
爪
痕
の
被
害
に
胸
が
潰
れ
る

思
い
で
す
。
そ
れ
で
も
日
本
は
こ
の
山
河
の
懐
に



抱
か
れ
て
自
然
と
共
に
生
き
て
き
た
民
族
で
す
も

の
ね
。
災
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
寒
さ
に
向
か
い
ま
す
折
柄
、

お
体
を
お
い
と
い
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。
く
れ

ぐ
れ
も
御
自
愛
の
ほ
ど
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

私
も
ド
イ
ツ
に
旅
立
つ
折
、
皆
様
か
ら
台
風
見

舞
い
の
メ
ー
ル
、
お
見
舞
い
を
頂
き
な
が
ら
、
返

信
も
出
来
ず
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
紙
面
に
て
お

詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

次
回
、
ド
イ
ツ
紀
行
パ
ー
ト
Ⅱ
は
、
わ
が
人
生

最
も
落
ち
込
ん
だ
み
じ
め
な
咄
に
な
り
そ
う
で
す
。

そ
こ
に
真
実
あ
り
。
お
楽
し
み
に
！

教
室
の
御
案
内

利
休
会
記
を
読
み
解
く
会(

目
黒
・
羅
漢
寺)

十
一
月
二
十
三
日
（
第
四
土
曜
）

十
二
月
二
十
八
日
（
第
四
土
曜
）

い
ず
れ
も

午
前
十
時
か
ら
正
午

昼
食
後
解
散

会
費

五
千
円

東
金
教
室

霜
月
の
茶
事
（
口
切
）

十
一
月

十
日
（
第
二
日
曜
）
正
午

十
一
月
十
一
日
（
第
二
月
曜
）
正
午

十
一
月
十
二
日
（
第
二
火
曜
）
正
午

席
入
り

正
午
～
午
後
四
時
終
了

点
前
担
当
者
、
水
屋
実
習
者

午
前
九
時

八
時
半
に
大
網
駅
に
お
迎
え
に
上
が
っ
て

お
り
ま
す
。

会
費

一
万
三
千
円
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
者
）

一
万
五
千
円
（
単
発
参
加
者
）

※
今
月
は
実
壷
料
三
千
円
を
含
み
ま
す
。

※
季
節
柄
寒
く
な
り
、
日
も
早
く
暮
れ
ま
す
。

四
時
に
は
終
わ
る
よ
う
努
力
を
い
た
し
ま

す
が
、
途
中
で
も
東
京
方
面
の
皆
様
に

十
六
時
三
十
七
分
久
里
浜
行
き
の
快
速
に

乗
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
、
十
六
時
十
分
に

は
大
網
駅
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

（
平
日
・
休
日
共
に
）

師
走
の
茶
事
（
夜
咄
）

十
二
月
八
日
（
第
二
日
曜
）
正
午

十
二
月
九
日
（
第
二
月
曜
）
正
午

十
二
月
十
日
（
第
二
火
曜
）
正
午

席
入
り

午
後
五
時

～
午
後
八
時
半
終
了
厳
守

点
前
担
当
者
、
水
屋
実
習
者

午
前
十
一
時
半

十
一
時
に
大
網
駅
に
お
迎
え

会
費

一
万
二
千
円
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
者
）

一
万
四
千
円
（
単
発
参
加
者
）

※
今
月
は
小
灯
料
二
千
円
を
含
み
ま
す
。

※
お
帰
り
は
、
東
京
方
面
の
皆
様
に
は

九
時
十
九
分
久
里
浜
行
き
の
快
速
に
乗
っ

て
頂
け
る
よ
う
に
、
拙
庵
を
八
時
五
十
分

に
は
出
発
し
、
大
網
駅
に
お
送
り
い
た
し

ま
す
。
（
平
日
・
休
日
共
に
）

○
宿
泊
希
望
の
方
は
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

二
千
円
。
予
め
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

○
連
日
研
修
者
は
、
翌
日
は
五
千
円
参
加
で

す
。
（
翌
日
分
の
実
壷
料
、
小
灯
料
な
し
）



湯
河
原
教
室

口
悦
会

都
合
に
よ
り
十
一
月
の
み
ず
れ
ま
す

十
一
月
十
六
日
（
第
三
土
曜
）

十
一
月
十
七
日
（
第
三
日
曜
）

旬
の
食
材
を
楽
し
む
会

十
一
月
十
八
日
（
第
三
月
曜
）

利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

十
二
月
十
五
日
（
第
三
日
曜
）

旬
の
食
材
を
楽
し
む
会

十
二
月
十
六
日
（
第
三
月
曜
）

利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

会
費

一
日
五
千
円

二
日
間

八
千
円

申
込
は
、
事
務
局

服
部

宏
子

様

神
奈
川
県
足
柄
下
郡

湯
河
原
町
宮
下
７
５
７
ー
３

０
４
６
５
ー
２
０
ー
５
９
３
２

十
一
月
の
京
都
教
室
の
詳
細

会
場
：
大
徳
寺
瑞
峯
院
内
余
慶
庵

十
一
月
二
日(

土)

準
備

午
前
九
時
～
午
後
四
時
（
午
前
七
時
、

搬
入
手
伝
い
は
都
合
の
付
く
ス
タ
ッ
フ
）

十
一
月
三
日(

日)

口
切
茶
事
実
習

準
備

九
時

席
入

十
一
時
半

十
一
月
四
日(

月)

一
日
と
同
じ

茶
事
教
室
会
費

二
万
三
千
円
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
）

二
万
六
千
円
（
年
三
回
以
上
参
加
）

二
万
八
千
円
（
単
発
参
加
者
）

※
実
壷
料
三
千
円
を
含
み
ま
す
。

※
連
日
参
加
者
の
会
費
に
つ
い
て
、

一
日
分
は
正
規
の
会
費
、

他
の
日
は
一
日
五
千
円
の
研
修
費

と
な
り
ま
す
。

十
一
月
五
日(

火)

霜
月
点
心
作
り

（
午
前
九
時
～
正
午
）
優
食
会

都
合
の
つ
く
方
は

（
午
後
二
時
～
午
後
五
時
）
片
付
、
掃
除

優
食
会
会
費

連
日
参
加
者

五
千
円

単
発
者

一
万
円

宿
泊
場
所

コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
イ
ル
ヤ

一
泊

五
千
円
（
朝
・
夕
食
込
み
）

き
ら
ら
山
荘(

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス)

シ
ン
グ
ル
一
泊
六
千
五
百
円
～

※
利
休
会
記
を
読
み
解
く
会
は
、

宿
に
て
夕
食
後
午
後
七
時
～
午
後
九
時

二
日
～
四
日
ま
で
の
四
日
間

会
費

茶
事
参
加
者
無
料

読
み
解
く
会
の
み
参
加
者

一
日

二
千
円

二
日
間

三
千
円

三
日
間

四
千
円


